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　町では，ふれあい号運行地域を対象に，
平成 25 年度も公共交通カレンダーを作
成し配布をします。ふれあい号の運行図，
運行時刻をカレンダーに表示しています
ので，ぜひご活用ください。また，ふれ
あい号利用などの交通手段に関する相談
を受け付けています。

　など，ご相談ください。
　タクシーチケットを交付したり，介護タクシーの利用ができるようになったり，相談内容に合わ
せた交通手段を提案させていただきます。

ふれあい号をご利用の皆さまへ

公共交通カレンダーを配布します

相談窓口 　総務課　☎89-3330

・ふれあい号を利用したくても，バス停まで歩いて出ることができないので利用できない。
・乗り降りできないので，乗合タクシーに乗車できない。

例
え
ば

平成25年度

●日時　４月 13日㈯
　　　　午後１時 30分～２時 40分
●場所　三和公民館
●内容
・知事挨拶
・�地域住民（４組）による『挑戦』の事例発表

　

神石高原町在住で，あらかじめ選定した方に「人
づくり」「新たな経済成長」「安心な暮らしづくり」

「豊かな地域づくり」などの分野の取り組みにつ
いて発表いただきます。

・知事のまとめ
●定員　150 名（事前申し込み不要）
●お問い合わせ先
　まちづくり推進課　☎ 89-3332　　
　広島県庁広報課県民対話グループ　☎ 082-513-2378

　湯﨑知事が神石高原町を訪問します。町内で挑戦をしている方々のお
話を伺いながら，将来にわたって『広島に生まれ，育ち，住み，働いて
良かった』と心から思える神石高原町，広島県の実現に向け皆さんと考
えます。

県 政 知 事 懇 談
  開催 「湯﨑英彦の地域の宝　チャレンジ・トーク」
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　「栄養３・３運動」とは，朝食の欠食者をなくし，野菜不足の傾向を改善するため，毎日の基本的な食生活
のありかたを示したものです。「３・３」とは，「３食・３色」を意味し，朝食・昼食・夕食の「３食」をきち
んと食べること，栄養のバランスをとるため「赤・黄・緑」の「３色の食品」を毎食そろえて食べることを勧
めているものです。

　例えば朝食に，ごはん，わかめと豆腐の味噌汁，たまご焼きにほうれん草のお浸しを添えると，３色がそろ
います。毎食３色そろえて，健やかな毎日を過ごしましょう。
＊�「3色の食品」は材料を分類しているのに対し，「食事バランスガイド」は調理された料理の食べる目安量
を示しています。 神石高原町食育推進ネットワーク協議会　食生活改善部会

栄養3・3運動を実践していますか？食育ミニ知識 毎月19日は食育の日

　第12回目となる今回は，町の特産品「こんにゃく」
をテーマに創作グルメが盛りだくさん！会場では，
手作りこんにゃくの実演を開催。もちろん見学だけ
ではなく無料体験，できたての販売もあります。ま
た，こんにゃくボールすくいや巨大こんにゃくの重
さ当て，ビンゴゲームなど楽しいイベントもありま
す。皆さん“神石高原マルシェ”にぜひお越しくだ
さい。

 日時：３月 30 日㈯・31 日㈰
 　　　午前９時～午後４時（２日間）
 場所：道の駅さんわ 182 ステーション 芝生広場

　２月 28 日「神石高原町教育講
演会」が三和公民館で開催されま
した。
　当日は，高校生から高齢の方ま
で約 220 名の参加があり，ジャー
ナリスト　江川紹子さんの「大人
と子どものための夢の探し方」と題しての講演に，参
加者は聞き入っていました。
　なお，講演会でお願いしたアンケートの主な結果は
次のとおりです。（抜粋）
Ｑ．本日の講演内容はいかがでしたか？
Ａ．とても良い　　　52％　　良い　　　　41％
　　あまり良くない　 6％　　悪い　　　　 1％
Ｑ．本日の講演は役に立ちますか？
Ａ．とても役に立つ　36％　　役に立つ　　56％
　　あまり役に立たない  7％
　　全く役に立たない　１％
Ｑ．�本日の講演会についてのご意見や今後開催してほ

しいテーマなど，ご自由にお書きください。
・将来，教育に携わりたいと考えているので，ために

なる講演でした。これからも，いじめや体罰に関
する講演を開催してほしいです。

・今まで何ができるか考えることばかりで前に踏み出
すことができなかったけれど，何ができるか，ま
ず踏み出して考えてみたいと思いました。

・教育講演会に子育て世代の参加が少ないし，なかな
か子どもをおいて参加できないので，講演会を開
催するにおいてその事を考えて欲しいです。

　アンケート結果は今後の参考にさせていただきま
す。ご協力ありがとうございました。

神石高原マルシェ
盛大に開催された教育講演会！おいしさ！楽しさ！出会いの市場！第12回

赤色の食品
　血や肉をつくる食品で，主に主菜など
の材料となります。

肉・魚・卵・大豆製品
牛乳・乳製品

黄色の食品
　働く力になる食品で，主に主食などの
材料となります。

ご飯・パン・めん
いも類・油・砂糖類

緑色の食品
　からだの調子を整える食品で，主に副
菜などの材料となります。

緑黄色野菜・その他の野菜
きのこ・海藻・果物

3 色の食品

お問い合わせ先 神石高原マルシェ実行委員会 ☎82-2823
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農
業

委
員
会
だ
よ
り

神
石
高
原
農
委

輝 き神 石 高 原 農 委 ６号

６号

輝
き

平
成
25
年
度
農
業
施
策
に

�

関
す
る
要
望
書
を
提
出

　
平
成
24
年
12
月
、
佐
伯
会
長
を
始
め
、
農
業
委
員
各

地
域
の
代
表
お
よ
び
事
務
局
総
勢
７
名
で
、
牧
野
町
長

に
平
成
25
年
度
、
農
業
施
策
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
農
地
法
の
な
か
で
、
農
業
委
員
会

が
農
業
者
の
公
的
代
表
機
関
と
し
て
、
行
政
庁
に
建
議

す
る
も
の
で
す
。

平
成
25
年
度
農
業
施
策
に

�

関
す
る
要
望
事
項

一
．
農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

⑴�

農
畜
産
物
の
生
産
拡
大
対
策
と
特
産
品
の
研
究
開
発

　
①�

地
域
環
境
に
適
応
し
た
、
生
産
性
・
収
益
性
の
高

い
特
産
品
の
研
究
開
発
を
お
こ
な
う
こ
と
。

　
②�

捕
獲
鳥
獣
の
処
理
・
加
工
施
設
を
公
設
民
営
化
で

整
備
し
、
肉
の
商
品
化
と
販
売
体
制
の
構
築
を
行

い
、
地
域
特
産
化
と
、
捕
獲
者
の
捕
獲
意
欲
の
向

上
を
図
る
こ
と
。

　
③�

和
牛
繁
殖
頭
数
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
新
規
生
産

者
の
就
農
制
度
を
検
討
す
る
こ
と
。

⑵
農
地
保
全
鳥
獣
対
策

　
①�

建
設
課
事
業
の
、
水
田
の
明
暗
渠
排
水
工
事
費
の

補
助
金
受
取
り
を
、
年
間
通
し
て
行
う
よ
う
に
す

る
こ
と
。（
現
行
：
７
月
末
締
め
切
り
）

　
②�

産
業
課
助
成
事
業
で
、
営
農
組
合
・
中
山
間
地
組

合
等
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
場
合
の
補

助
措
置
を
農
業
生
産
法
人
と
同
一
条
件
に
す
る
こ

と
。

　
　
○�

野
猿
・
野
猪
等
被
害
防
止
対
策
事
業
。

�

（
現
行
：
法
人
・
限
度
額
無
し　
個
人
・
限
度
額
設
定
）

　
　
○�

共
同
利
用
機
械
格
納
庫
設
置
事
業
。

�

（
現
行
：
農
業
生
産
法
人
の
み
）

⑶
農
業
後
継
者
確
保
対
策

　

�　
油
木
高
等
学
校
産
業
ビ
ジ
ネ
ス
科
卒
業
者
で
、
農

業
へ
の
従
事
を
希
望
す
る
者
に
対
す
る
支
援
体
制
を

講
じ
、
後
継
者
の
確
保
対
策
を
引
き
続
き
積
極
的
に

行
う
こ
と
。

⑷
有
害
鳥
獣
の
被
害
防
止
対
策
の
強
化

　
①�

更
な
る
駆
除
班
の
充
実
と
、
自
己
防
衛
策
の
研
究

及
び
補
助
金
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

　
②�
野
猿
対
策
と
し
て
、
住
民
に
よ
る
「
猿
追
い
隊
」

の
組
織
づ
く
り
の
推
進
と
活
動
助
成
措
置
を
行
う

こ
と
。

二
．�

農
業
委
員
会
へ
の
支
援
と
体
制
整
備
に
つ
い
て

　
農
地
法
改
正
に
よ
り
農
業
委
員
会
の
業
務
拡
大
に
伴

い
、
委
員
の
業
務
量
の
増
加
と
制
度
の
適
正
か
つ
円
滑

な
運
用
を
図
る
た
め
、
農
業
委
員
会
の
活
動
予
算
確
保

と
、
実
務
に
精
通
し
た
職
員
の
配
置
及
び
増
員
を
行
う

等
体
制
整
備
を
は
か
る
こ
と
。

三
．
国
・
県
へ
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
事
項

⑴�

集
落
法
人
等
の
育
成
・
推
進
に
つ
い
て

　
地
域
の
実
態
に
即
し
た
集
落
法
人
の
育
成
と
、
地
域

営
農
の
強
化
及
び
集
落
の
担
い
手
の
育
成
を
図
る
た

め
、
農
業
生
産
法
人
の
設
立
要
件
に
つ
い
て
検
討
を
求

め
る
こ
と
。（
小
規
模
集
落
の
支
援
・
救
済
策
が
必
要
）

⑵�

環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の

対
応
に
つ
い
て

　
①�

食
料
自
給
率
の
向
上
と
、
安
心
・
安
全
な
食
料
の

安
定
供
給
を
確
保
す
る
。

　
②�

価
格
破
壊
に
よ
る
離
農
の
加
速
に
伴
い
荒
廃
地
が

拡
大
し
、
水
田
の
多
面
的
機
能
の
破
壊
に
よ
り
、

環
境
や
水
利
調
整
機
能
が
失
わ
れ
農
村
の
空
洞 

化
や
崩
壊
が
お
こ
る
。

　
以
上
の
こ
と
等
か
ら
、
動
向
を
見
な
が
ら
、
国
へ
対

し
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
へ
の
反
対
を
強
力
に
働
き
か
け
て

頂
き
た
い
。

牧野町長に建議を手渡す佐伯農業委員会長

4広報 神石高原 No.101



農
業
委
員
会
の
取
り
組
み

　
少
子
高
齢
化
の
中
、
神
石
高
原
町
の
基
幹
産
業
の
農

業
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。
今
現
在
農
業
に
従
事
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
周
り
を
見
た
と
き
、
畑
地
に
は
雑

草
・
雑
木
が
迫
ま
り
、
圃
場
整
備
地
区
で
さ
え
耕
作
放

棄
地
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
21

年
に
は
農
地
法
が
大
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
は

地
権
者
か
ら
耕
作
者
へ
の
権
利
移
動（
自
給
率
の
低
下
、

農
地
の
荒
廃
の
増
加
、
後
継
者
不
足
、
な
ど
の
防
止
の

た
め
）
を
大
き
な
目
的
と
し
、
ま
た
、
農
地
の
有
効
利

用
の
徹
底
、
優
良
農
地
の
転
用
規
制
の
厳
格
化
を
進
め

つ
つ
、
有
力
経
営
体
へ
の
権
利
移
行
の
規
制
緩
和
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
農
地
法
改
正
に
よ
り
各
関
連
法
と

し
て
、
農
業
経
営
強
化
促
進
法
、
食
料
農
業
農
村
基
本

法
、
そ
の
他
関
連
法
が
改
正
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
の
改
正
に
よ
り
神
石
高
原
町
農
業
委
員
会

で
は
、
法
律
の
目
的
に
基
づ
き
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
を
文
書
と
写
真
に
ま
と
め
、

農
地
地
図
に
反
映
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
荒
廃
地
調
査

は
1
筆
調
査
で
、
町
合
併
後
は
1
委
員
の
調
査
担
当
範

囲
が
広
く
、農
地
の
色
分
け（
地
目
変
更
が
必
要：赤
色
、

再
生
可
能
：
黄
色
、
耕
起
で
作
付
可
能
：
緑
色
）
の
決

断
も
苦
慮
し
つ
つ
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
に
つ
い
て

　
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
中

に
は
21
項
目
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
農
業
に
大
き

く
関
わ
る
事
項
は
①
物
品
市
場
ア
ク
セ
ス
（
農
産
物
）

②
衛
生
植
物
検
疫
措
置
③
原
産
地
規
制
の
3
つ
で
す
。

　
政
府
は
聖
域
な
き
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
参
加
し
な
い
方
向
性

を
出
し
て
い
ま
す
が
、
ど
の
程
度
農
業
に
影
響
が
有
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
例
外
を
作
っ
て
も
影
響

は
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
高
齢
化
の
波
が
大
き
く
波
打
つ
中
で
、
将
来
の
見
え

な
い
農
業
を
ど
う
切
り
拓
く
の
か
。
農
地
を
守
り
、
農

業
経
営
の
後
継
者
を
育
て
る
に
は
法
人
化
を
し
、
農
地

集
積
の
拡
大
を
図
り
、
作
物
品
質
の
向
上
と
、
コ
ス
ト

の
軽
減
化
を
図
る
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対

応
す
る
方
法
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

耕作放棄地化した農地

赤色　地目変更（変更登記）緑色　耕起で作付可能

黄色　再生可能

＊ＴＰＰとは
　�太平洋周辺国の間で物，人，サービス，金，の
移動を完全に自由（関税なし）に流通させる国
際協定のこと。
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「
農
業
者
年
金
」
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

輝 き神 石 高 原 農 委 ６号

素
材
）
を
使
っ
て
作
業
の
効
率
化
も
試

し
て
み
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
付
き
で
作
業

は
簡
単
で
す
が
、
耐
久
性
が
低
く
コ
ス

ト
高
な
の
が
難
点
で
し
た
。

　

や
っ
と
収
穫
！
思
い
の
ほ
か
豊
作

で
、
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
。
掘
っ
た

芋
は
ふ
か
し
芋
に
し
て
み
ん
な
で
食
べ

ま
し
た
。

　
初
め
て
の
こ
と
で
課
題
も
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
た
こ
と
が
何
よ
り
良
か
っ

た
で
す
。

●
国
民
年
金
だ
け
に
加
入
し
て
い
る
方

　

20
歳
か
ら
40
年
間
保
険
料
を
納
め

た
場
合
、
平
均
的
な
受
給
額
で
月
額
約

6.6
万
円
。
こ
こ
に
上
乗
せ
し
て
受
給
で

き
る
公
的
年
金
の
１
つ
が
農
業
者
年
金

な
の
で
す
。

☆�

公
的
年
金
な
の
で
、
掛
金
は
最

高
80
万
４
千
円
（
月
額
納
付
額

６
万
７
千
円
）
ま
で
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

☆�

積
立
方
式
な
の
で
自
分
で
掛
け
た
年

金
は
自
分
の
元
に
返
っ
て
き
ま
す
。

☆�

国
民
年
金
基
金
な
ど
、
他
の
公
的
年

金
に
加
入
さ

れ
て
い
な
い

こ
と
が
条
件

で
す
。

●
配
偶
者
が
厚
生
年
金
を
掛
け
て
い
て

も
農
業
者
は
国
民
年
金
で
す

　
こ
の
場
合
で
も
、
60
歳
未
満
で
年
間

60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
れ
ば
加

入
が
可
能
で
す
。

●
会
社
員
か
ら
農
業
に
転
職
し
た
方
に
も

　

国
民
年
金
は
基
礎
年
金
だ
け
な
の

で
、
厚
生
年
金
の
よ
う
に
会
社
の
よ
う

な
組
織
が
一
部
を
負
担
し
て
く
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
が
考
え
て
対

応
す
る
し
か
な
い
の
で
す
。

●�

積
立
金
は
無
理
な
く
自
由
に
設
計
で

き
ま
す

　
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
ま
で

の
あ
い
だ
で
自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で

き
、納
付
途
中
で
増
額
や
減
額
も
可
能
。

ど
う
し
て
も
納
付
が
難
し
い
時
は
猶
予

（
納
付
を
一
時
休
む
こ
と
）も
で
き
ま
す
。

☆�

猶
予
は
申
請
に
よ
っ
て
最
高
２
年
ま

で
受
け
ら
れ
ま
す
。
２
年
を
過
ぎ
る

と
払
い
込

み
が
で
き

な
く
な
り

ま
す
。

●
自
分
の
受
給
だ
け
で
は
な
い
メ
リ
ッ
ト
も

　
被
保
険
者
は
65
歳
か
ら
終
身
受
給
で

き
ま
す
。
仮
に
受
給
者
が
80
歳
ま
で
に

亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、
80
歳
ま
で

の
受
け
取
り
額
が
死
亡
一
時
金
と
し
て

遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
「
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
」「
加
入

を
検
討
し
て
み
た
い
」
と
思
わ
れ
た
方

は
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
窓
口
ま
た
は
、
農

業
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
加
入

時
に
必
要
な
書
類

「
農
業
者
老
齢
年

金
裁
定
請
求
書
」

も
あ
り
ま
す
。

農
業
委
員
女
性
部
の
取
り
組
み

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に

�

農
業
に
関
心
を
！

～�

耕
作
放
棄
地
を
利
用
し
て

�

サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
か
ら
収
穫
ま
で
～

　
平
成
24
年
度
、
農
業
委
員
女
性
部
は

耕
作
放
棄
地
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
子
ど
も

た
ち
と
植
え
ま
し
た
。

　
耕
作
放
棄
地
の
解
消
は
、
神
石
高
原

町
の
み
な
ら
ず
多
く
の
地
域
で
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
地
域
の
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
野
菜
を
育
て
て
収

穫
、
そ
し
て
そ
れ
を
食
べ
る
こ
と
で
農

業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
ま
し
た
。

　
今
回
は
エ
コ
マ
ル
チ
（
ト
ラ
ク
タ
ー

で
圃
場
に
ひ
き
込
ん
で
も
土
に
か
え
る ６月３日，植え付けの様子

草刈りの様子みんなで収穫したサツマイモはおいしいね

男性農業委員にも協力してもらって頑張りました11月３日，立派なサツマイモができました
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皆さんの地域の「人と農地の問題」について考えてみませんか？

平成25年度から経営所得安定対策が実施されます

　本町では，高齢化や後継者不足，耕作放棄地の増加などで５年後，10年後の展望が描けない集落・
地域が増えています。
　地域が抱える問題を解決するため，今後の農業の問題を話し合い「人・農地プラン」を作成しま
しょう。

１．�人・農地プランは，人と農地の問題を解決するための「未来の設計図」
です。

☆集落・地域における話し合いによって，

◎今後の中心となる経営体（個人，法人，集落営農）はどこか
◎中心となる経営体へどうやって農地を集めるか
◎中心となる経営体とそれ以外の農業者（兼業農家，自給的農家）
　を含めた地域農業のあり方（生産品目，経営の複合化，６次産業化）

　などを決めていただきます。

２．�人・農地プランには，様々なメリットがあります。

☆人・農地プランに位置付けられると，

◎青年就農給付金（経営開始型）
　※準備型（研修中）は，人・農地プランと関係なく給付します
◎ 農地集積協力金（中心となる経営体に農地を提供する方）
◎ スーパーＬ資金の当初５年間無利子化（認定農業者）

　といった支援を受けることができます。

３．�人・農地プランは，随時，見直すことができます。

☆�最初からパーフェクトなプランにする必要はありません。一旦プランを決めても，

◎新規就農者が新たに出てきたとき
◎集落営農・法人を立ち上げ，中心となる経営体となるとき
◎引退を決意して農地集積協力金をもらおうとするとき

　などは，見直せば，２のメリットを受けられます。

◎�経営所得安定対策は，平成 24年度までの農業者戸別所得補償制度と基本的に同じ仕組みで実施
されますので，今までどおり加入手続きをしてください。

詳しくは，産業課および農業委員会にご相談ください。☎ 89-3337
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
（
会
長
秋
山
軍
次
）
が
主

催
す
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」
が
、
２
月
５
日

三
和
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
部
は
山
梨
県
早

川
町
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
事
務
局
長
か
ら
、
実
践

事
例
を
ま
じ
え
な
が
ら
15
年
に
渡
る
協
働
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
２
部
は
徳
島
大
学

　
２
月
２
日
か
ら
15
日
ま
で
、
シ
ル
ト
ピ
ア
カ
レ
ッ

ジ
図
書
館
で
「
油
木
高
校
卒
業
作
品
展
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
産
業
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
園
芸
デ
ザ
イ

ン
専
攻
生
が
製
作
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

や
、
普
通
科
・
芸
術
選
択
生
の
絵
画
、
陶
芸
な
ど

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
油
木
高
校
で
の
学
習
活
動
の
集
大
成
の
力
作
が

勢
ぞ
ろ
い
し
、
訪
れ
た
お
客
さ
ん
は
作
品
の
数
々

油
木
高
校
卒
業
作
品
展

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
活
動
で
地
域
の
活
性
化
を
！

講師：NPO法人日本上流文化圏研究所
事務局長　鞍打大輔　氏

パネルディスカッションの様子

石
ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ソ
ン
会
代
表
な
ど
５
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に

よ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
見
た
協
働
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
３
時

間
に
お
よ
ぶ
研
修
で
協
働
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、
地
域

振
興
の
意
識
を
一
層
高
め
ま
し
た
。

の
田
口
准
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
、
牧
野
町
長
・
秋
山
自

治
振
興
連
絡
協
議
会
長
・
兼
定
神

を
熱
心

に
鑑
賞

さ
れ
て

い
ま
し

た
。

　
神
石
高
原
町
観
光
協
会
が
募
集
し
た
、
町
の
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
四
仙
人
」
を

主
人
公
に
し
た
、
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
作
品
が
決
定
し
、
2
月
26
日
に
役
場
内

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
動
か
せ
！
四
仙
人
！
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
式

　
こ
の
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
絵
本
部
門
と
ス
ト
ー
リ
ー
部
門

の
2
部
門
で
行
わ
れ
、
絵
本
部
門
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
八
谷
早

希
子
さ
ん
（
北
海
道
）
は
、
昨
年
6
月
に
開
催
さ
れ
た
子
ど
も

議
会
で
の
「
四
仙
人
以
外
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
っ
て
欲
し
い

と
い
う
子
ど
も
の
願
い
か
ら
夢
を
か
な
え
た
い
」
と
い
う
思
い

で
、ス
ト
ー
リ
ー
部
門
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
萩
智
恵
子
さ
ん
（
兵

庫
県
）は
、過
去
に
神
石
高
原
町
の
自
然
や
人
情
に
自
ら
触
れ「
外

見
を
気
に
す
る
人
が
多
い
現
在
、
自
然
に
与
え
ら
れ
た
あ
り
の

ま
ま
の
姿
が
一
番
素
晴
ら
し
い
と
い
う
こ
と
を
皆
さ
ん
に
伝
え

た
い
」と
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
応
募
さ
れ
ま
し
た
。受
賞
作
品
は
、

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
書
籍
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

総
合
文
化
祭
で
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披
露

　
神
石
高
原
町
総
合
文
化
祭
の
美

術
部
門
の
展
示
が
、
2
月
20
日
か

ら
24
日
ま
で
神
石
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
で
、
芸
能
部
門
の
発
表
が
2

月
24
日
に
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
じ

ん
せ
き
の
里
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

作
品
展
示
で
は
、
書
、
写
真
、
手

工
芸
、
絵
手
紙
、
絵
画
な
ど
の
展

示
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
芸
能

発
表
で
は
、
和
太
鼓
、
神
楽
、コ
ー

ラ
ス
、
舞
踊
、
大
正
琴
、
民
謡
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
日
頃
の
活

動
の
成
果
を
発
表
さ
れ
、
舞
台
で

の
振
る
舞
い
に
、
会
場
か
ら
は
盛

ん
に
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
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住　

民　

課�

☎
８
９-

３
３
３
４

　
税
金
は
、
町
が
行
う
福
祉
や
教
育
・
土
木
事
業
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
支
え
て
い
ま
す
。

　
町
税
の
滞
納
は
、
町
の
財
政
を
圧
迫
し
、
納
期
限
内
に
収
め
て
い
る
大

多
数
の
町
民
の
み
な
さ
ん
と
の
公
平
性
を
欠
く
行
為
で
す
。
ま
た
、
督
促

状
の
発
送
な
ど
余
分
な
経
費
に
税
金
を
使
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
町
で
は
、
町
税
の
滞
納
者
に
対
し
財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
の

滞
納
処
分
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

�　
ま
た
、
納
期
限
内
に
納
め
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
年
14・６
％

の
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

　
災
害
や
病
気
、
廃
業
な
ど
で

納
期
限
内
に
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
住
民
課
税
務
係
ま
た
は
各
支
所
町
民
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼�

許
し
ま
せ
ん
、
税
の
滞
納

▼
国
民
年
金
保
険
料
と
納
付
方
法
の
お
知
ら
せ

　
※�

付
加
保
険
料
は
、
第
１
号
・
任
意
加
入
被
保
険
者
の
希
望
に
よ
り
、
定
額
の
保
険
料
に

上
乗
せ
し
て
納
め
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
は
お
早
め
に
‼

◇�

国
民
年
金
保
険
料
の
１
年
前
納
・
６
カ
月
前
納
・
月
々
の
早
割
納
付
は
、�

口
座
振
替
が
割
引
で
お
得
で
す
。

　

※�

す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
て
い
る
方
で
引
き
続
き
第
１
号
被
保
険
者
で
あ

る
方
は
、
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
※�

一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
さ
れ
て
い
る
方
の
口
座
振
替
は
、「
毎
月
納
付
（
翌

月
振
替
）」
の
み
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。

　
※
月
末
が
休
日
の
場
合
は
、
翌
営
業
日
が
引
落
日
と
な
り
ま
す
。

◇
納
付
書
に
よ
る
、
１
年
前
納
も
割
引
が
あ
り
ま
す
。

◇
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
つ
い
て

　
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
は
、
被
保
険
者
ご
自
身
か
ら
事
前
に
お
申
し
込
み
い

た
だ
き
、
以
後
、
継
続
的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
立
替
納
付
を
行
う
も
の
で

す
。（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
、直
接
納
付
す
る
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　
な
お
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
は
口
座
振
替
に
よ
る
毎
月
振
替
早
割
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
１
年
前
納
・
６
カ
月
前
納
の
割
引
額
は
現
金
納
付
の
割
引
額

と
な
り
ま
す
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課
ま
た
は
各
支
所
町
民
課　
備
後
府
中
年
金
事
務
所

　
　
☎
（
０
８
４
７
）
４
１
‐
７
４
２
１

◇
平
成
25
年
度（
４
月
～
３
月
）の

　

国
民
年
金
定
額
保
険
料
は
、
月
額　

１
５
，
０
４
０
円
・

　

付
加
保
険
料
は
、
月
額
４
０
０
円
で
す
。

差
押
実
施
件
数

平
成
21
年
度

24
件

平
成
22
年
度

32
件

平
成
23
年
度

39
件

平
成
24
年
度（
２
月
末
現
在
）

27
件

▼�

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
バ
ナ
ー
広
告
募
集
に
つ
い
て

情
報
政
策
室�

☎
８
９-

３
３
５
２

　
民
間
事
業
所
な
ど
と
の
協
働
に
よ
り
新
た
な
財
源
を
確
保
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
と
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
バ
ナ
ー
広
告
枠
を
設
け
て
、
広
告
主
を
募
集
し
ま
す
。

バ
ナ
ー
の
種
類

掲
載
場
所

月
額
料
金
／
枠

【
広
告
大
】

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
下

３
，
１
５
０
円

【
広
告
小
】

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
下
段

２
，
１
０
０
円

　
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
情
報
政
策
室
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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町からのお知らせ

▼�

心
の
健
康
相
談
日

▼�

神
石
高
原
町
観
光
振
興
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

保　

健　

課�

☎
８
９-

３
３
６
６

産　

業　

課�

☎
８
９-

３
３
３
７

　
精
神
科
医
師
に
よ
る
個
別
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　
疲
れ
や
す
い
・
気
が
滅
入
る
・
不
眠
・
情
緒
不
安
定
な
ど
気
に
な
る
方
、

物
忘
れ
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
心
配
な
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
４
月
22
日
（
月
）・
６
月
11
日
（
火
）・
８
月
26
日
（
月
）・

　
　
　
　
10
月
15
日
（
火
）・
12
月
10
日
（
火
）・
平
成
26
年
３
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時
ま
で

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

＊
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

＊
８
月
と
３
月
は
、
特
に
不
眠
や
ス
ト
レ
ス
を
重
点
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
広
島
県
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
有
田
さ
ん
を
講
師
に
、「
観
光
ガ
イ
ド
の
心

得
」
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。
神
石
高
原
町
の
魅
力
を
多
く
の
人
に

自
慢
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
日
　
時　
３
月
25
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

●
場
　
所　
三
和
公
民
館
１
階
会
議
室

●
参
加
費　
無
料
（
定
員
30
名
）

●
内
　
容

　
第
１
部　
広
島
県
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
有
田
隆
司
さ
ん
に
よ
る
講
演

　
　
　
　
　
「
我
が
町
の
ガ
イ
ド
を
し
よ
う
！
観
光
ガ
イ
ド
の
心
得
と
は
？
」

　
第
２
部　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
帝
釈
峡
を
ガ
イ
ド
し
よ
う
！
」

●
申
込
締
切　
３
月
22
日
（
金
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
み
先

　
産
業
課
商
工
観
光
係
ま
た
は
神
石
高
原
町
観
光
協
会　
☎
８
５
︲
２
２
０
１

環
境
衛
生
課�

☎
８
９-

３
３
３
６

毎
年
申
請
が
必
要
で
す

【
使
用
人
数
の
控
除
】

①�

高
校
や
大
学
な
ど
へ
就
学
し
、
１

年
以
上
町
外
な
ど
へ
居
住
ま
た
は

居
住
予
定
の
場
合

②�

１
年
以
上
、
高
齢
者
施
設
な
ど
へ

入
所
ま
た
は
入
所
予
定
の
場
合

※�

町
外
な
ど
へ
の
居
住
や
施
設
へ
の
入

所
を
証
明
で
き
る
も
の
を
添
付
し
、

４
月
30
日
（
火
）
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

退
院
後
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

【
使
用
料
の
還
付
】

①�

年
度
途
中
で
、
６
カ
月
以
上
入
院

し
た
場
合

※�

使
用
料
を
還
付
し
ま
す
。
領
収
書
な

ど
の
入
院
を
証
明
で
き
る
も
の
を
添

付
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
は
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料
算
定
の
月
で
す
。

　
「
４
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
記
載
人
数
」
に
よ
り
使
用
料
を
算
定
し
、

１
年
間
は
原
則
使
用
人
数
な
ど
の
変
更
は
し
ま
せ
ん
。（
神
石
高
原
町
農
業
集

落
排
水
処
理
施
設
条
例
第
16
条
）
よ
っ
て
、
年
度
途
中
で
の
人
数
の
増
減
に
つ

い
て
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
使
用
人
数
や
料
金
の
変
更
が
で
き
ま
す
。

そ
の
都
度
の
申
請
に
な
り
ま
す

【
使
用
料
の
減
免
】

①�
地
震
、
風
水
害
お
よ
び
火
災
な
ど

の
不
可
抗
力
で
排
水
設
備
が
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
場
合

②�

死
亡
に
よ
り
使
用
人
数
が
減
員
と

な
っ
た
場
合

※�

申
請
の
あ
っ
た
翌
月
か
ら
減
額
し
ま

す
。

　
該
当
に
な
る
場
合
は
、
速
や
か
に

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
環
境
衛
生
課
ま
た
は

　
各
支
所
町
民
課

▼�
農
業
集
落
排
水
使
用
料
算
定
お
よ
び 

使
用
人
数
の
変
更
な
ど
に
つ
い
て
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Hot  Town News

福　

祉　

課�

☎
８
９-

３
３
３
５

▼�
託
児
所｢

た
ん
ぽ
ぽ｣

の
ご
案
内

　
託
児
所
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
は
、
０
歳
か
ら
保
育
所
ま
た
は

幼
稚
園
入
所
（
園
）
前
の
子
ど
も
さ
ん
を
お
預
か
り
し
て

い
ま
す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
随
時
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
場
　
　
　
所

　
小
畠
総
合
福
祉
施
設
内
（
旧
小
畠
中
学
校
）

●
利
用
対
象
者　

　

�

保
育
所
入
所
前
の
乳
幼
児
な
ら
び
に
そ
の
他
必
要
と
さ

れ
る
方

●
開
　
所
　
日　

　
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
（
日
曜
・
祝
祭
日
は
休
所
）

●
利
用
時
間　
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時

●
月
極
め
預
か
り

　
基
本
料
金　
町
内　
１
月
当
た
り　
２
８
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
町
外　
１
月
当
た
り　
４
３
，０
０
０
円

�

※
２
人
目
か
ら
は
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
　
光
熱
水
費　
１
月
当
た
り　
１
，０
０
０
円

　
　
給 

食 

代　
　
普
通
食　
　
１
食　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
離
乳
食　
　
１
食　
１
５
０
円

　
　
お
や
つ
代　
　
実
費

●
一
時
預
か
り

　
基
本
料
金　
町
内　
１
日
当
た
り　
４
，０
０
０
円

�

（
１
時
間
当
た
り
５
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　
町
外　
１
日
当
た
り　
５
，０
０
０
円

�

（
１
時
間
当
た
り
６
５
０
円
）

�

※
光
熱
水
費
、
給
食
代
、
お
や
つ
代
が
別
に
必
要
で
す
。

●
利
用
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
託
児
所
た
ん
ぽ
ぽ　
☎
８
９
︲
３
５
７
７

▼�

学
童
保
育
の
ご
案
内

　
町
内
４
カ
所
で
小
学
生
が
放
課
後
や
夏
休
み
な
ど
の

長
期
休
業
中
に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
施
設
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
利
用

申
込
書
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
利
用
で
き
る
人

　

�

町
内
小
学
生
で
保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
児
童

な
ら
び
に
そ
の
他
必
要
な
児
童

●
保
育
内
容

　

�

宿
題
・
生
活
習
慣
指
導
・
遊
び
・
読
書
・
音
楽
・
制

作
（
工
作
）・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

　

�

夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
業
中
は
、
楽
し
い
行
事
も
取

り
入
れ
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
休
館
日

　
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、
警
報
の
出
た
日

●実施場所等

地
区 実施場所

保育時間

利用料 お問い合わせ・
お申し込み先平　日

土曜日・
夏・冬・
春休み　

油
　
木

やまびこクラブ
　　　　油木館

（��油木小学校
� 総合学習棟）

放課後

～

午後6時

午前8時

～

午後6時

平　日
200円

土曜・
夏休み
など　
300円

入所時
500円

シルバー
人材センター
� ☎89-0121

神
　
石

やまびこクラブ
　　　　神石館

（神石高原町
トレーニングセンター）

シルバー
神石事務所
� ☎89-4081

豊
　
松

やまびこクラブ
　　　　豊松館

（豊松老人
� 福祉センター）

シルバー
豊松事務所
� ☎84-2267

三
　
和

やまびこクラブ
　　　　三和館

（旧小畠中学校
� ・わらべ）

シルバー
三和事務所
� ☎85-2500

▼�

神
石
高
原
こ
ど
も
医
療
費
受
給
者

　
資
格
認
定
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

　
小
学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の

こ
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方
を
対
象
に
医

療
費
を
助
成
す
る
「
神
石
高
原
こ
ど
も
医

療
費
支
給
制
度
」
を
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
継
続
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
者

①�

町
内
に
住
所
が
あ
る
小
学
１
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で
の
こ
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
方

②�

修
学
な
ど
の
理
由
で
神
石
高
原
町
を
転

出
し
た
小
学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年
生

ま
で
の
こ
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方

　
な
お
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
制
度
や

転
出
先
市
町
村
医
療
制
度
な
ど
他
の
制
度

で
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
は
対

象
外
で
す
。

　

対
象
に
な
る
方
で
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
町
民

課
で
申
請
手
続
き
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
制
度
の
内
容
、
申
請
方
法
に
つ

い
て
は
、
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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BASKET NEWS
〒720－1522　神石高原町小畠2025
神石高原町役場情報政策室「神石高原バスケットニュース」係
E-mail　jk-kouhou＠town.jinsekikogen.hiroshima.jp

あて先
広報神石高原では，みなさまからのお便りや
お知らせ・俳句など，お待ちしております。
みなさまでこのページをご活用ください。

神
石
高
原

ニュースバスケット

身
近
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
！

な
り
す
ま
し
詐
欺

２月４日，小野地域
で「サロン福もと」が
オープンしました。
当日は，地域の方７
～８人が集まり，手
作りのお菓子と温か
い飲み物をいただき

ながら，和気あいあいと話をして交流を深めまし
た。今後サロンは，毎週月曜日にオープンする予
定です。のれんと人形が置いてある日は開いてい
ますよ！� （集落支援員　Ｔさん）

　上自治振興会の中村静惠さん
は２月４日で満105歳を迎えら
れ，自宅でお祝い会が開催されま
した。会を開いたのは，２人の息
子さんと３人の娘さん（全員健在）
です。娘さん全員が地元に住み，
長女夫妻が同居されよく面倒を見
られています。静惠さんは誕生ケーキに立てた105
本のローソクの火を見事吹き消されました。
　中村ばあちゃんの口癖『元気なのは，ご先祖様のお
かげ，ありがたいことです』� （小畠　Ｋさん）

「サロン福もと」オープン 健康で長寿万歳！

　２月11日，二幸体育
館で三和スポーツ少年
団の第35回卓球大会
が行われました。前回
の交流試合同様，三和
中学校の卓球部員に運
営を手伝ってもらい，団員35名が力いっぱい練習
の成果を発揮し白熱した大会となりました。新年度
スポーツ少年団では団員を新たに募集します。卓
球のほかにも種目がありますのでスポーツを一緒に
楽しみましょう！（三和スポーツ少年団　卓球部長）

　２月３日，神石地域
体協主催のスキー教室
が，県民の森スキー場
で開催されました。初
心者も何度も転びなが
ら練習し，教室が終わ
るころには，ほとんど

の人がリフトに乗って滑り降りることができるよ
うになりました。初めて参加した子どもは「とっ
ても楽しかった。もっといっぱい滑って上手にな
りたい」と話していました。� （神石地域体協）

三和スポ少卓球大会＆新入団員募集！神石地域スキー教室

巡
回
相
談
日

　
消
費
生
活
相
談
窓
口
で
は
、
次
の
と
お
り
相
談
会
を

行
い
ま
す
。
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

3
月
25
日
㈪　

午
前
10
時
～
午
後
3
時　

役
場
神
石
支
所

4
月
22
日
㈪　

午
前
10
時
～
午
後
3
時�

役
場
豊
松
支
所

　
今
年
に
入
り
、
公
的
機
関
な
ど
を
装
い
、
な
り
す

ま
し
詐
欺
と
思
わ
れ
る
事
例
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

神
石
高
原
町
で
も
、
消
防
署
の
職
員
を
装
っ
た

黒
っ
ぽ
い
服
装
を
し
て
、
ひ
と
り
暮
し
の
高
齢
の
方

の
家
を
訪
問
し
、
消
火
器
の
点
検
を
理
由
に
消
火
器

を
売
り
つ
け
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
二
年
ほ
ど
前
に
交
換
し
た
か
ら
し
な
く
て
よ
い
」

と
言
っ
て
も
強
引
に
新
し
い
消
火
器
と
交
換
さ
れ
て

し
ま
い
、
高
額
な
現
金
を
請
求
さ
れ
た
と
い
う
事
例

が
あ
り
ま
し
た
。

　
他
に
も
、
水
道
料
金
の
メ
ー
タ
ー
を
測
る
ふ
り
を

し
て
水
道
料
金
を
だ
ま
し
取
る
な
ど
、
手
口
は
さ
ま

ざ
ま
で
巧
妙
で
す
。

　
あ
や
し
い
と
思
っ
た
ら
、
無
条
件
に
信
用
し
な
い

で
家
族
や
ま
わ
り
の
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

�

消
費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談
窓
口　

☎
８
９
‐
３
０
８
８
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3
月

日 ９時～17時曜日月日 ９時～17時曜日月 神石高原町立病院
☎85-2711  小　畠

鈴木クリニック
☎87-0199  福　永

吉實クリニック
☎82-0005  油　木

※詳しくは地域子育て支援センター（☎82-2004）へ

お ひ さま広 場 （10：00～15：00）

火
水
木

金

土

シルトピアカレッジ
シルトピアカレッジ
小畠交流会館
豊松老人福祉センター
神石老人福祉センター
シルトピアカレッジ
シルトピアカレッジ

4 日

日

日

日

月

7

14

21

28

29

吉實クリニック

神石高原町立病院

鈴木クリニック

吉實クリニック

神石高原町立病院

3 日

水

日

日

17

20

24

31

神石高原町立病院

鈴木クリニック

神石高原町立病院

吉實クリニック

3月・4月の休日当番医

15

16

19

23
22

26
27
28

9
10
11
12

13

16
17

19

20

23
24
25
26

27

30

3月

4月

4
月

15 金 保育所開放 10：30 ～ 11：30
� （とよまつ保育所 TEL：84-2132）
家族関係相談 14：00 ～ 16：00
� （保健福祉センター）（要予約）

16 土 絵本のおはなし会 14：00 ～
� （シルトピアカレッジ図書館）

17 日
18 月
19 火 保育所開放 10：00 ～ 11：00

� （いずみ保育所 TEL：87-0099）
油木高生出前進路学習会（三和・油木・豊松中学校）

20 水 幸運仏　春の大祭
（幸運仏／幸運仏世話人会　TEL：84-2239）

21 木 ミニおひさま広場たかふた 10：30 ～ 14：00
� （さんわ総合センター）
男性料理教室 10：00 ～ 13：30
� （総合交流センターじんせきの里）（要予約）

22 金 育児相談 14：00 ～ 16：00
� （保健福祉センター）（要予約）
町立小学校卒業式

23 土 町内各保育所退所式
24 日 映画鑑賞会（２本上映）13：00 ～

� （さんわ総合センター TEL：85-3097）
25 月 離乳食教室 10：00 ～ 12：00

� （保健福祉センター）（要予約）
一般健康相談 13：30 ～ 15：30
� （保健福祉センター）
消費生活相談会 10：00 ～ 15：00（役場神石支所）
神石高原町観光振興セミナー 13：30 ～ 16：30

（三和公民館）
26 火 保育所開放 10：00 ～ 11：00

� （こばたけ保育所 TEL：85-2718）
子育て相談 13：00 ～ 17：00
� （こばたけ保育所 TEL：85-2718）
運動のひろば 13：30 ～ 15：00
� （油木コミュニティセンター）
どんぐり幼稚園卒園式

27 水 おひさま広場　親子ビクス� （シルトピア）
28 木
29 金
30 土 神石高原マルシェ� ～ 31 日（日）

（さんわ 182 ステーション芝生広場／
� 神石高原マルシェ実行委員会 TEL：82-2823）

31 日
1 月 そば打ちの名人になろう！� ～ 4 日（木）

（帝釈峡スコラ高原／㈱帝釈峡スコラ TEL：86-0535）
2 火
3 水 行政相談会 9：30 ～ 11：30

（油木コミュニティセンター）
4 木 仙養ケ原山開き

（仙養ケ原ふれあいの里／仙養ケ原ふれあいの里
TEL：82-2823）

5 金

6 土 町内保育所入所式
絵本のおはなし会 14：00 ～
� （シルトピアカレッジ図書館）

7 日
8 月 町立小学校・中学校入学式
9 火 どんぐり幼稚園入園式

油木高校入学式
10 水
11 木 保育所開放 10：30 ～ 11：30

� （油木保育所 TEL：82-0906）
12 金
13 土 湯﨑英彦の地域の宝　チャレンジ・トーク

13：30 ～ 14：40� （三和公民館）
14 日 2013　車輪村 9：00 ～ 15：00

（豊松小学校グラウンド他周辺施設／遊源開者えんじん）
15 月
16 火 保育所開放 10：00 ～ 11：00

� （いずみ保育所 TEL：87-0099）
17 水 保育所開放 10：00 ～ 11：00

� （くるみ保育所 TEL：85-3329）
18 木 ミニおひさま広場くるみ 10：30 ～ 14：00

� （来見ふれあいプラザ）
19 金 保育所開放 10：30 ～ 11：30

� （とよまつ保育所 TEL：84-2132）
家族関係相談 14：00 ～ 16：00
� （保健福祉センター）（要予約）

20 土 絵本のおはなし会 14：00 ～
� （シルトピアカレッジ図書館）

21 日 第 19回　下帝釈渓谷コンサート
（花面公園／ながの村 TEL：86-0215）

22 月 消費生活相談会 10：00 ～ 15：00（役場豊松支所）
23 火 保育所開放 10：00 ～ 11：00

� （こばたけ保育所 TEL：85-2718）
子育て相談 13：00 ～ 17：00
� （こばたけ保育所 TEL：85-2718）

24 水 被爆者健康診断 13：30 ～ 14：00 受付
� （総合交流センターじんせきの里）

25 木 被爆者健康診断
10：00 ～ 10：30 受付�（油木山村開発センター）
13：30 ～ 14：00 受付� （陽光の里文化ホール）

26 金 被爆者健康診断
10：00 ～ 10：30 受付� （三和公民館）

27 土
28 日 仙養ケ原ふれあい春祭り週間� ～ 5 月 6 日（祝）

（仙養ケ原ふれあいの里／仙養ケ原ふれあいの里
TEL：82-2823）

春だ！タワーだ！春の大記録大会
（とよまつ紙ヒコーキ・タワー／
日本折り紙ヒコーキ協会㈱ TEL：084-961-0669）

29 月 国定公園帝釈峡湖水開き
（神龍湖畔・トレイルセンター「しんりゅう湖」／

帝釈峡観光協会 TEL：08477-2-0525）
30 火

Event Calendar

行事カレンダー 平成25（2013）年3月/4月
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広
島
県
鳥
獣
被
害
対
策
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

�

井
上 

雅
央

知
っ
て
か
ら
や
る
獣
害
対
策
⑷

特
集

餌
付
け
は
人
な
れ
学
習
か
ら

�

（
続
き
）

　
サ
ル
の
人
な
れ
学
習
が
ど
う

や
っ
て
進
む
の
か
を
知
ら
な
い
人

の
多
い
地
域
で
は
、
サ
ル
対
策
を

や
れ
ば
や
る
ほ
ど
、
ず
る
賢
く
集

落
付
近
に
居
つ
く
サ
ル
の
群
れ
を

増
や
し
て
し
ま
う
こ
と
を
知
っ
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
サ
ル
の
群
れ
が
、
稲
刈
り
の
終

わ
っ
た
冬
の
田
ん
ぼ
に
出
て
い

て
、
そ
の
横
を
車
で
通
っ
た
と
き

「
サ
ル
が
た
く
さ
ん
い
る
け
ど
、

あ
そ
こ
で
レ
ン
ゲ
を
食
べ
て
い
る

な
ら
い
い
や
」
と
思
っ
て
追
い
払

い
も
し
な
か
っ
た
場
合
、こ
の「
見

な
が
ら
何
も
し
な
い
で
通
る
」
行

為
こ
そ
が
最
悪
の
餌
付
け
行
為
な

の
で
す
。
サ
ル
に
「
レ
ン
ゲ
は
自

由
に
食
べ
て
も
い
い
け
ど
、
横
の

ダ
イ
コ
ン
や
ハ
ク
サ
イ
は
食
べ
て

は
ダ
メ
」
と
教
え
る
こ
と
は
出
来

な
い
で
す
よ
ね
。

　「
収
穫
後
の
ソ
バ
畑
で
、
落
ち

た
ソ
バ
の
実
を
拾
っ
て
い
る
な
ら

い
い
や
」「
お
お
、
今
日
は
畑
荒

ら
し
を
せ
ず
に
畦
の
草
を
食
べ
て

い
る
の
か
。
子
ザ
ル
は
案
外
可
愛

い
も
の
だ
な
あ
」

　
も
し
、
あ
な
た
が
そ
ん
な
こ
と

を
考
え
な
が
ら
サ
ル
を
見
て
い
た

と
し
た
ら
、
あ
な
た
こ
そ
が
サ
ル

被
害
を
激
化
さ
せ
る
餌
付
け
の
張

本
人
で
す
。

　
満
腹
に
な
っ
た
上
に
こ
の
集
落

の
人
は
怖
く
な
い
と
、
毎
回
「
人

な
れ
」
学
習
し
て
あ
げ
た
わ
け
で

す
よ
ね
。

JA会長賞受賞 卒業演奏会

学習成果発表会 英語コンテスト

　東日本大震災で被災し
たイチゴ農家に，授粉用
ミツバチ15万匹を贈っ
た油木高校産業ビジネス
科の活動が，全国農業協
同組合中央会（JA全中）
主催の「全国高校生　み
んなDE笑顔プロジェク
ト」の被災地コラボレーション部門で会長賞に輝き，新聞
でも紹介されました。亘理町では，油木高産ミツバチが一
役買ったイチゴが甘い香りを漂わせ，出荷の時を待ってい
るそうです。

　２月20日，１年レシテー
ション（暗唱）コンテスト，
２年スピーチコンテストを
実施しました。レシテーショ
ンコンテストとは，180語
程度の英文を暗唱するもの
で，スピーチコンテストは，
各自が設定したテーマに沿って300～ 400語程度の英文原
稿を作り，発表するものです。今年度は「将来の夢」「家族
について」「環境問題」「読書のすすめ」といったテーマで，
身振りを交え，聴衆にアピールするように発表しました。

　１月29日，３年生器
楽実習選択者の１年間の
まとめとして，卒業演奏
会を催しました。「さん
ぽ」「遥か」「三日月」な
ど自分の選んだ曲を，ギ
ター，キーボード，ピア
ノ，鉄琴，木琴で，曲に
込められた思いを表現するように心を込めて披露しまし
た。緊張のためか思ったように指が動かなくなり，やり直
す奏者もいましたが，その一生懸命さに聴衆からはあたた
かい拍手が送られていました。

　２月13日，プレゼンテーション能力の育成を図り，学
習の成果を広く知っていただくために，学習成果発表会を
行いました。油木山村開発センターに多くの来賓をお迎え
し，１年生福祉体験実
習や２年生インターン
シップのまとめ，２年
生産業ビジネス科の
「ナマズで町おこし」な
ど，しっかりとした態
度で発表しました。

14広報 神石高原 No.101

油木高校Journal
ジ ャ ー ナ ル

お
問
い
合
わ
せ 

産
業
課 

☎
８
９
‐
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３
３
７

え
～
の
～
通
信



保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

来月の「絵本のおはなし会」
ところ シルトピアカレッジ

図書館内児童図書コーナー

と  き 第1・3（土）ひる２時～

おはなしする人
絵本の会「ゆきんこ」

眠
れ
て
い
ま
す
か
？

<

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す>

　
不
眠
と
う
つ
病
に
は
、
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
う
つ
病
は
、
気
分
の
落
ち
込
み
な
ど
、
精
神
的
な
症
状
だ
け
が
現
れ
る
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
出
て
き
ま
す
。
睡
眠
障
害
や
食

欲
の
低
下
、
頭
痛
や
肩
こ
り
、
腰
痛
な
ど
も
現
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
う
つ
病
に
か
か
る
と
、
疲
れ
て
い
る
の
に
眠
れ
な
い
、
夜
中
に
目
を
覚
ま
し

て
し
ま
う
、
朝
早
く
に
目
覚
め
て
し
ま
う
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
睡
眠
に
障

害
を
き
た
し
ま
す
。
２
週
間
以
上
の
不
眠
が
、休
日
も
含
め
毎
日
続
く
と
き
は
、

う
つ
病
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
た
か
が
眠
れ
な
い
く
ら
い
で
」
と
思

わ
ず
、
疲
れ
て
い
て
も
眠
れ
な
い
日
が
続
く
よ
う
で
し
た
ら
、
早
め
に
か
か
り

つ
け
の
お
医
者
さ
ん
や
専
門
機
関
へ
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
う
つ
病
は
、
治
り
に
く
い
病
気
と
思
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
早

期
に
適
切
な
治
療
を
受
け
れ
ば
、
早
く
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
周
り
の

人
か
ら
見
て
も
、
睡
眠
の
問
題
に
は
気
づ
き
や
す
い
も
の
で
す
。
ま
ず
は
「
眠

れ
て
ま
す
か
？
」
の
一
言
か
ら
、
身
近
な
方
へ
、
声
か
け
を
行
な
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
「
心
の
健
康
相
談
」「
家
族
関
係
相
談
」
な
ど
相

談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
広
島
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
広

島
県
の
委
託
を
受
け
て
「
メ
ン
タ
ル
・
不
眠
電
話
相

談
」
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
☎
０
１
２
０
‐
９
２
７
‐
２
２
５

特別整理のための休館のお知らせ（シルトピアカレッジ図書館・各公民館）

　日ごろから，当館の運営については多くのご協力をいただき，厚くお礼申し上げます。
　さて，当館では蔵書の点検，特別整理のため，つぎのとおり完全休館します。休館中は図書館
または各公民館での図書の貸出・返却，また相互貸借の受付ができません。
　大変ご迷惑とご不便をおかけしますが，ご理解とご協力をよろしくお願いします。
　完全休館期間　３月18日（月）から22日（金）の５日間

SUN MON TUE WED THU FRI

* 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 * * * *

SAT

休館日 絵本のおはなし会

24
31

2013 April4

24
31

2013 年本屋大賞ノミネート作品発表！
　今年の本屋大賞のノミネート作品が遂に発表されました！
　実際に本を取り扱う全国の書店員さんが「読んでみて面白かった」「お客様にもぜひ勧めたい！」

「この本を売りたい！」と思った本を投票で決める本屋大賞。今年は同率10位の作品が２作品あり
ましたので，11作品のノミネートになります。

　昨年は三浦しをんさんの『舟を編む』が１位に輝いた本屋大賞。今年はどの作品が１位をとるのか，
皆さんぜひ予想してみてください！
　また，昨年以前の本屋大賞ノミネート作，受賞作も図書館に蔵書としてあります。
この機会にぜひ読んでみてはいかがですか？

ノミネート作一覧	 海賊とよばれた男	 百田　尚樹／著
（50音順）	 きみはいい子	 中脇　初枝／著
	 屍者の帝国	 伊藤　計劃・円城　塔／著
	 晴天の迷いクジラ	 窪　美澄／著
	 世界から猫が消えたなら	 川村　元気／著
	 ソロモンの偽証	 宮部　みゆき／著
	 百年法	 山田　宗樹／著
	 ふくわらい	 西　加奈子／著
	 光圀伝	 冲方　丁／著
	 楽園のカンヴァス	 原田　マハ／著
	 64	 横山　秀夫／著

2013  3月号15

お問い合わせ
保 健 課
☎89-3366



３月１日現在　（　）内は前月比

人口	 10,514	人	 （－ 6）
	男	 5,025	人	 （＋ 9）
	女	 5,489	人	 （－15）
世帯	 4,191	世帯	 （＋11）

人 口 と 世 帯

※�町税等の納付は便利で確実な口座振替をご利用ください。

●国民健康保険税・第10期分
納期限　４月１日

3 月 の 納 税

神石高原町立病院では，“まめくら
ぶ”（神石高原町立病院健康学習
会）を２カ月に１回開催しています。
毎回テーマを変えて，専門の医師
やスタッフにより，広く地域の皆
さんに健康情報を提供いたします。
どうぞお気軽に参加ください。

＊病院内２階会議室で，10時か
ら，約１時間行います。

＊お問い合わせ
　神石高原町立病院☎85-2711
　（看護部長）池田美智子
　（栄 養 室）渡辺　久子

開催日
３月19日㈫　10時～
� ※奇数月の開催になります。

まめくらぶ
開催のご案内

神石高原町立病院
健 康 学 習 会

※自治振興会や老人会等の各種団体研修会の場
で，今まで実施した「まめくらぶ」の内容で学
習会講師の派遣依頼をお受けしております。
くわしくは，上記担当者までご連絡ください。

内　容
『在宅介護のポイントについて』

担　当
看護部外来スタッフ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立

10
周
年
記
念
式
典
・
福
祉
バ
ザ
ー

　
公
益
社
団
法
人
神
石
高
原
町
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
「
設
立
10
周
年

記
念
式
典
」
を
開
催
し
ま
す
。
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
町
民
参
加
型
事
業
と

し
て
、
芸
能
発
表
・
作
品
展
示
・
福
祉

バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。（
バ
ザ
ー
に
よ
る
収

益
金
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
金
と
し
て

全
額
寄
付
し
ま
す
）多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
5
月
24
日
（
金
）

　
記
念
式
典　
午
前
9
時
～

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン�

午
後
1
時
30
分
～

●
場
所　
油
木
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

※�

な
お
、
福
祉
バ
ザ
ー
の
バ
ザ
ー
品
提
供
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。（
食
品
・
酒
類
・
古
着
を
除
く
）

●
バ
ザ
ー
品
受
付
期
限　
4
月
30
日（
火
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
神
石
高
原
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
８
９
‐
０
１
２
１

２
０
１
３
車
輪
村

　
春
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
つ
つ

あ
る
「
車
輪
村
」。
ド
ラ
ッ
グ
レ
ー
サ

ー
の
重
松
健
選
手
に
よ
る
デ
モ
走
行

や
、
恒
例
の
木
下
真
輔
選
手
に
よ
る
エ

ク
ス
ト
リ
ー
ム
バ
イ
ク
シ
ョ
ー
、
ヒ
ス

ト
リ
ッ
ク
カ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
ス
ー

パ
ー
カ
ー
の
展
示
な
ど
内
容
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。
ま
た
、
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

も
充
実
し
、
一
日
中
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
日
時　
4
月
14
日
（
日
）

　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

●�

場
所　
豊
松
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
他

周
辺
施
設

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

http://syarinm
ura.com

�

ま
た

は
車
輪
村
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

国
税
専
門
官
を
募
集
し
ま
す

　
国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
受
験
資
格

　
昭
和
58
年
4
月
2
日
～
平
成
4
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
方
（
平
成
4
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
は
、
条
件
あ
り
）

●
試
験
の
程
度　
大
学
卒
業
程
度

●
受
験
申
込
方
法

　

�

原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し

込
み

　
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

�http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

●
受
験
受
付
期
間

　
4
月
1
日（
月
）午
前
9
時
～
11
日（
木
）

　

�（
11
日
ま
で
に
申
込
デ
ー
タ
を
受
信

完
了
し
た
も
の
）

●
第
1
次
試
験　
6
月
9
日
（
日
）

●
資
料
の
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
国
税
局
人
事
第
二
課

�

試
験
研
修
係

　
☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
１
１

　
ま
た
は
、
お
近
く
の
税
務
署
総
務
課
へ

平
成
25
年
度

難
病
相
談
を
実
施
し
ま
す

　
難
病
な
ど
に
か
か
っ
た
患
者
と
そ
の

家
族
の
不
安
解
消
、
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
難
病
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
保

健
所
の
保
健
師
と
栄
養
士
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

日
時　
４
月
18
日
（
木
）・
６
月
20

日
（
木
）・
８
月
22
日
（
木
）・
10
月

17
日
（
木
）・
12
月
19
日
（
木
）・
平

成
26
年
２
月
20
日
（
木
）

　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

●
場
所　
広
島
県
福
山
庁
舎

�

第
３
庁
舎　
４
階　
面
接
室

※
原
則
、
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

●
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
東
部
保
健
所
福
山
支
所

�

保
健
課

　
☎
０
８
４
‐
９
２
１
‐
１
３
１
１
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jinsekikougen information

～減らそう犯罪 あなたが主役～ 広島県警察ホームページ　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police/

交 番 Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ

運転免許更新日のご案内

２月分町内の
交通事故

	

名　

前	

（
自
治
振
興
会
）

お
誕
生
（
２
月
届
出
分
）

	

名　

前	

（
自
治
振
興
会
）	　
　

年
齢

お
悔
や
み
（
２
月
届
出
分
）

美み

　
田た

　
倫り

ん

太た

郎ろ
う

　（
安

田
）

名み
ょ
う

　
地じ

　
希き

　
衣い

　（
い
ち
ば
）

長な
が

　
田た

　
の
　
ん
　（
古

川
）

本ほ
ん

　
多だ

　
奏か

な

　
晴せ

　（
南
ゆ
き
）

神石高原町内
事件・事故発生状況

交通事故0の町をめざそう！

人傷事故	 1件
物損事故	 17件

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

盗　　難　１件

子どもを交通事故から守ろう！
　もうすぐ入学の季節ですが，心配なのは交通事故です。
【保護者の方へ】
　お子さんと一緒に通学路を歩いてみませんか。
　子どもの目線で見ると車や塀による死角など
　危険な場所が分かります。
　○この場所では，立ち止まって左右を確認する
　○信号が青になっても，車が止まってから渡る
　など，安全な通行の方法を教えてあげてください。

池い
け

　
田だ

　
勝か

つ

　
治じ

　（
安

田
）	

60
歳

和わ

　
田だ

　
ツ
タ
ヨ
　（
田

頭
）	

100
歳

藤ふ
じ

　
田た

　
は
な

　
子こ

　（
仙
養
西
）	

92
歳

世せ

　
羅ら

　
笹さ

さ

　
惠え

　（
仙
養
東
）	

87
歳

羽は

　
場ば

　
　
　
廣ひ

ろ
し

　（
下
豊
松
）	

77
歳

森も
り

　
重し

げ

　
美み

名な

世よ

　（
上
豊
松
）	

102
歳

福ふ
く

　
場ば

　
智さ

と

　
子こ

　（
安

田
）	

91
歳

奥お
く

　
津つ

　
錦き

志し

江え

　（
小

野
）	

91
歳

赤あ
か

　
木ぎ

　
晴は

る

　
敬ゆ

き

　（
古

川
）	
89
歳

ま
え

　
原は

ら

　
ウ
タ
コ
　（
仙
養
西
）	
78
歳

藤ふ
じ

　
井い

　
豊ゆ

た

昌か

　（
井
関
大
矢
）	
82
歳

藤ふ
じ

　
岡お

か

　
惠け

い

　
二じ

　（

上

）	

79
歳

山や
ま

　
本も

と

　
博ひ

ろ

　
之ゆ

き

　（
高

蓋
）	

73
歳

平ひ
ら

　
忠た

だ

　
美み

代よ

子こ

　（
城

山
）	

98
歳

渡わ
た

　
邉な

べ

　
惣そ

う

　
一い

ち

　（
時

安
）	

99
歳

藤ふ
じ

　
田た

　
サ
ダ
コ
　（
東
油
木
）	

88
歳

藤ふ
じ

　
本も

と

　
冨と

み

　
惠え

　（
有

木
）	

95
歳

川か
わ

　
井い

　
ミ
チ
ヱ
　（
草

木
）	

86
歳

竹た
け

　
井い

　
常つ

ね

　
代よ

　（
井
関
大
矢
）	

90
歳

佐さ

　
倉く

ら

　
綾あ

や

　
子こ

　（
安

田
）	

87
歳

子育て中のママ・パパ必見

4 月の免許更新日は
５日（金），19 日（金）です。

4 月 19 日（金）でも一般・違反・初回の方の免許
更新は可能ですが，５月10 日（金）に再度油木交
番へ来所し，講習を受けて頂くことになります。

「
法
テ
ラ
ス
の
日
」県
内
一
斉

無
料
法
律
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
テ
ラ

ス
）
は
、
民
事
法
律
扶
助
制
度
を
利
用

し
た
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　
４
月
13
日
（
土
）

�

午
後
１
時
～
４
時

●
場
所　
小
畠
交
流
会
館

●
定
員　
６
名

（
先
着
順
・
予
約
制
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
相
談
時
間　
１
人　
30
分

●
予
約
開
始
日　
４
月
１
日
（
月
）

●
予
約
先　
法
テ
ラ
ス
広
島

　
平
日 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
受
付

※�

収
入
な
ど
が
一
定
額
以
下
の
方
が
対
象

で
す
。
相
談
内
容
は
、
民
事
・
家
事
で
、

刑
事
事
件
に
関
す
る
も
の
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
法
テ
ラ
ス
広

島
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
法
テ
ラ
ス
広
島

　
☎
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
４
８
５

トラクター盗検挙

詳しくは，油木交番へお問い合わせください。

○�試験対象：平成26年４月採用予定の警察官（男女）
○受付期間：３月中旬～４月中旬の約１カ月間
○試験時期：�一次試験（教養試験など）…５月中旬予定�

二次試験（体力試験など）…６月上旬予定�
三次試験（面接試験など）…７月上旬予定

★�受験対象
受験可能な方は，採用当日で18
歳以上 29歳以下の方ですが，
学歴などによって受験できる試
験区分が異なりますので，受験
案内でよく確認してください。

平成25年度警察官採用試験

　平成18年から平成24年までの間，町内で発生していたトラクター盗は，昨年末，鳥取で検挙
になりました。ご協力ありがとうございました。
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No.35

神石高原町民憲章
●みんなで　人

じん

生を楽しもう
●みんなで　元

げん

気に暮らそう
●みんなで　責

せき

任を持とう
●みんなで　挑

ちょう

戦しよう
●みんなで　行

こう

動しよう

仙 養 東 自 治 振 興 会

森
もり

岡
おか

　裕
ゆう

也
や

さん

森
もり

川
かわ

　優
ひろ

羽
と

ちゃん（高蓋）
☆親の願い　優しく元
気で誰からも愛される
子になってね。

馬
うま

屋
や

原
はら

希
のぞ

美
み

ちゃん（上）
☆親の願い　皆に優し
く，思いやりのある子
になってね♥

髙
こう

延
のべ

　まいちゃん（東油木）
☆親の願い　これから
も笑顔の素敵な，まい
でいてね♥

中
なか

山
やま

　光
ひかる

ちゃん（田頭）
☆親の願い　元気に大
きくなってね。

長
は

谷
せ

川
がわ

隆
たか

也
や

ちゃん（小畠）
☆親の願い　元気いっ
ぱい大きくなあれ！

馬
うま

屋
や

原
はら

千
ち

煌
あき

ちゃん（高蓋）
☆親の願い　元気でた
くましい男の子に育っ
てね。

村
むら

上
かみ

　佑
ゆ

月
づき

ちゃん（いちば）
☆親の願い　天真爛漫
な佑

ゆう

ちゃん。優しく素敵
な女の子に成長してね！

木
き

原
はら

　颯
さ

希
き

ちゃん（福永）
☆親の願い　姉妹仲良
く元気に育ってね☆大
物にな～れ‼

石
いし

本
もと

美
み

紗
さ

希
き

ちゃん（小畠）
☆親の願い　笑顔いっ
ぱい，元気に育って
ね！

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
へ
の
こ
だ
わ
り

　

大
学
を
卒
業
後
す
ぐ
に
家
業
を
継
ぐ
た
め
、
地
元
に
帰
ら
れ
て
6

年
。
現
在
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
芋
の
生
産
・
販
売
を
さ
れ
て
い
る
㈱
森

岡
商
店
の
専
務
と
し
て
会
社
を
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
生
産
さ
れ
て
い
る
芋
の
品
種
は
群
系
種
が
ほ
と
ん
ど
の
中
、

神
石
高
原
町
で
は
品
質
の
よ
さ
に
こ
だ
わ
り
、
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
在

来
種
の
み
を
生
産
し
て
い
ま
す
。「
生
芋
か
ら
作
る
和
玉
こ
ん
に
ゃ
く

は
、
粘
り
の
成
分
マ
ン
ナ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
、
ぷ
り
ぷ
り
の
食
感

で
味
し
み
も
良
く
、
風
味
豊
か
な
お
い
し
い
こ
ん
に
ゃ
く
で
す
」
と

他
で
は
味
わ
え
な
い
在
来
種
の
魅
力
を
話
さ
れ
る
森
岡
さ
ん
。

　

ま
た
、
地
元
生
産
者
に
よ
る
「
神
石
郡
こ
ん
に
ゃ
く
研
究
会
」
の

会
員
で
も
あ
り
、
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
（
無
菌
）
種
芋
の
導
入
や
研
究

を
進
め
ら
れ
る
な
ど
、
よ
り
味
の
良
い
こ
ん
に
ゃ
く
芋
を
、
効
率
よ

く
生
産
で
き
る
よ
う
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

神
石
高
原
に
し
か
で
き
な
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
在
来
種
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
で
町
を
有
名
に
し
、
地
域
を
発
展
さ
せ
た
い
と
い
う
夢

の
た
め
に
「
こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代
の
力
で
、
３
０
０
年
の
伝
統
あ

る
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
を
広
げ
、
守
り
続
け
る
こ
と
や
、
新
た
な
加
工

商
品
の
開
発
、
研
究
を
進
め
な
が
ら
、
伸
び
代
い
っ
ぱ
い
の
こ
ん
に
ゃ

く
が
持
つ
可
能
性
を
引
き
出
し
て
い
く
こ
と
が
今
の
自
分
に
与
え
ら

れ
た
任
務
で
す
。ま
た
、今
注
目
さ
れ
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
て
も
、

生
玉
の
価
格
は
安
定
す
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
話

さ
れ
ま
し
た
。
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